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　救急医療のうち、休日に救急電話相談で受診先を案内
することが困難な耳鼻咽喉科診療について、東西2地区
の輪番体制による初期救急と、初期救急では対応が難し
い重症患者を診療する二次救急体制を整備する事業を実
施する。

　特殊救急医療体制（耳鼻咽喉科）事業　17,261千円

（１）事業内容
　　ア　休日に受信先を探すことが特に困難な耳鼻咽喉科について、初期救急及び二次救急体制を整備し、応需体制の確
　　　保を図る。
　　イ　初期救急と二次救急の機能分化により二次救急医療機関の負担軽減を図る。

（２）事業計画
　　ア　東西２か所で開業医等による初期救急医療輪番制の整備
　　イ　全県１か所で大学病院等による二次救急医療輪番制の整備

（３）事業効果
　　　県民が休日に耳鼻咽喉科を受診できる体制が確保される。
　　　【活動指標（アウトプット）】救急電話相談で案内出来なかった割合
　　　【活動成果（アウトカム）】重症救急搬送患者の医療機関への受入照会が4回以上となってしまう割合の減少

（４）事業実績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施日に
　　　　　　　 　　診療日数　　　診療人数（１日平均）　 参加医療機関　　案内出来なかった件数
　　　平成26年度　　３９日　　１，８７６人（４８人）
　　　(H26.10～)
　　　平成27年度　　７２日　　３，２７５人（４５人）
　　　平成28年度　　７２日　　３，２５９人（４５人）　　７２医療機関
　　　平成29年度　　７２日　　４，１４８人（５８人）　　８１医療機関　　　５５５件
　　　平成30年度　　７３日　　４，８３９人（６６人）　　８３医療機関　　　３２５件
　　　令和元年度　　７６日　　５，１５５人（６８人）　　７９医療機関　　　３７８件
　　　令和２年度　　７２日　　２，３７０人（３３人）　　８２医療機関　　　２９６件
　　　令和３年度　　７２日　　２，７１０人（３８人）　　７６医療機関　　　２７０件
　　　令和４年度　　７２日　　３，４６９人（４８人）　　７４医療機関　　　３８９件
　　　令和５年度　　７３日　　５，０２５人（６９人）　　７５医療機関　　　４６０件

２　事業主体及び負担区分
(県10/10）

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1人＝9,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比繰 入 金

決定額 17,261 17,261

前年額 17,000 17,000 0

― 保健医療部 89 ―
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地域医療体制の充実



 

事業名

単位事業名 予算額 17,261千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

繰入金・ 17,261 261
地域医療介護総合確保基金繰入金

合計 17,261 261

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 17,261 261 特殊救急医療体制（耳鼻咽喉科）事業

合計 17,261 261

事業内訳書

特殊救急医療体制（耳鼻咽喉科）整備事業費

特殊救急医療体制（耳鼻咽喉科）事業

主な内容

主な内容


